
● 当社グループが培った有形無形のアセット、ケイパビリティに立脚し、社会課題解決を念頭に置いたスケール感を追求します。

● 急速な社会の変化を捉え、さまざまなパートナーと共に未来を動かす新たなビジネスを創出し続けます。
　JR西日本グループの新たな決済・ウォレットサービス「Wesmo!

（ウェスモ！）」を、第二種資金移動業者登録を前提に2025年春に

サービス開始いたします。

　Wesmo!は、誰でも、どこでもWESTERポイントがたまる・つかえ

る、手軽なキャッシュレス決済に加え、お店や企業の資金繰りや送金

に関する課題にも寄り添う、国内でも類を見ないサービスです。

　Wesmo!という名称は、当社の決済サービスを通じ、「西日本を起

点にもっと！つながる」、「西日本から心と未来を動かす」という当社

グループの強い想いを込めて名付けたものです。

● 現実世界で多彩な機能性と社会性を
発揮する「駅」をバーチャル上に再現・
拡張し、デジタル技術の活用によりさ
らなる活用自由度を高めた独自の“価
値共創フィールド”を構築しました。

● リアルとバーチャル双方の「駅」の機能
を駆使した取り組みを通じて、出展企
業等(B)とユーザー(C)の共創を通じ
たここだけの価値創出の実現をめざし
ています。

● JR西日本が持つ鉄道ネットワーク・グ
ループ共通ポイント「WESTERポイン
ト」と、JR西日本キャリアの豊富な人材
プールを活用した新たな人材マッチン
グサービスを2024年5月より開始しま
した。

● 「新しい働き方」と「新たな移動」を創
出することを通じ、労働力不足という
社会課題の解決と地域の活性化を図
ります。

● 列車予約などでご利用のWESTERID
で日本全国に展開する約600拠点の
ワークプレイスを簡単に検索・予約が
可能なマッチングプラットフォームと
して、2023年4月よりサービスを開始
しました。

● 多様なワークプレイスを一元的に検
索、予約できる環境を提供することで、
時間や場所に捉われない暮らしの実
現をめざしています。｠

● 銀行口座からのチャージや個人送金ができるから、
　 Wesmo!は幅広い世代が気軽に利用できる

● ICOCA・J-WESTカードにWesmo!を組み合わせることで、
　 WESTERポイントがさまざまな場面に拡がる

● BLUEタグ経由での決済取引の場合、
　 決済手数料1.9%・決済売上金は最短翌日受取

● 仕入先への支払いなど、
　 企業間送金も手数料無料で利用できる

個人のお客さま

お店・企業さま

目指す未来

個人間送金

キャッシュレス
決済

企業間送金

きっぷ購入

ICOCAチャージ
デジタル給与払い

ICOCAやJ-WESTカードとも連携し、地域全体の経済を盛り上げるつながりや循環を創り出す、 
未来型のまちづくりに欠かせない社会インフラへの成長をめざします

新たな事業の創出
“WESTER体験”を支える新たな決済サービス「Wesmo!」の導入

XRビジネス
(バーチャル大阪駅 �.�） JOBJOBGO +PLACE

未来を動かすビジネスチャレンジ

　「長期ビジョン2032・中期経営計画2025」に掲げる４つのビジョンとデジタルツ
インによる価値創出を募集テーマに設定して、JR西日本グループアセットを活用し
た事業アイデアをスタートアップ企業等から募集し、新たな事業を共創するプログ
ラムです。「伴走」や「支援」に留まらずJR西日本グループの社員とスタートアップ企
業などが“ワンチーム”となって、事業化へ向けた共同検証を実施します。事業化の
際には、当社グループのコーポレートベンチャーキャピタルであるJR西日本イノ
ベーションズからの出資の可能性も検討します。 

事業共創プログラム「ベルナル」　

　ステークホルダーの皆様のJR西日本グループへの理解促進、さまざまなパート
ナーとの協業促進、 グループ内での理解および活動促進を目的に、イノベーション
創出に向けたチャレンジを社内外に発信する「JR西日本グループ イノベーション＆
チャレンジ デイ」を開催しています。 2024年度は、12月５-６日の期間で、 工夫を
凝らした出展内容での開催を予定しています。｠

JR西日本グループ イノベーション＆チャレンジ デイ

事 例１

※サービス開始時期は第二種資金移動業者登録完了後にご案内します。点線部分は将来的な対応を検討している機能です。

コンセプト
Moving is Value
人、まち、社会が もっと! つながり、もっと! 便利に、あらゆる動きを活性化し、
さまざまな場面で価値が生まれる世界を創ります

試 行 中 事 例 � 試 行 中 事 例 � 事 業 化

暮らす人

働く人

まちのお店 まちの企業

グループ各社による展示・体験ブース
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※複数・広域・多分野のインフラを「群」として捉え、総合的かつ多角的な視点から戦略的に地域インフラをマネジメントする考え方であり、 2022年12月に国土交通省より提言。

ずっと豊かに暮らせる社会へ

2024年2月16日付 業務提携契約締結企業

ウォーターサービスきほく株式会社

「JCLaaS」に
込めた思い
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事業の概要

「JCLaaS」を通じて実現したい持続可能で活力ある社会の構築

　「中期経営計画2025」において、総合インフラマネジメント事業「JCLaaS(ジェイクラース)」をライフデザイン分野の新たな事業

として掲げ、将来世代の豊かな暮らしや経済成長を支える社会インフラへの再構築に取り組み、官・民・市民が未来を共に創る社

会の構築をめざして前進しています。

　2024年２月にJCLaaSを本格的にスタートさせて以降、多くの自治体の皆様から社会インフラに関する深刻な課題をお聞かせ

いただいています。道路、上下水道、公園、公共施設といった社会インフラは、施設の老朽化や業務の担い手不足が顕在化してきて

おり、現実の問題としてメンテナンスが追い付かず渡れなくなる橋梁の増加、道路の損傷に起因する事故の増加などの問題が発

生しています。今後の維持・更新のためには国全体で年間約10兆円が必要とも言われ、将来の成長や発展を妨げる要因となるこ

とが見込まれています。

　この社会インフラが抱える課題は、JR西日本グループが国鉄改革以来、鉄道輸送サービスを持続可能なものとするために向き

合ってきたものと本質的に共通するところがあります。24時間365日休むことなく広域な西日本エリアで地域に密着し、鉄道を運

営してきた組織能力をフルに活用して課題解決に貢献し、事業を通じて社会的価値と経済的価値を創出します。

　地域の暮らしを支える事業を、地域の皆様と共に長期的に展開して

いくことは、社会インフラサービスを地域の産業として持続させていく

ことにつながります。さらには、自治体やパートナー企業の皆様からはイ

ンフラにとどまらず地域のさまざまな課題解決を担っていくことの期待

をお寄せいただいており、今後も連携の輪を広げ、JR西日本グループの

企業価値を向上すべく、新たな事業の柱として大きく展開して参ります。

JCLaaSを通じ現在の社会システムにイノベーションを興して持続可能

で活力ある未来を創り、皆様と共に「ずっと豊かに暮らせる社会」を実現

します。

　JCLaaSは社会インフラの運営ノウハウを有するパートナーや、地域に根差すパートナーの皆様との体制の構築や、「最適化計

画」「資金アレンジ」「DXの推進」などのソリューションの実装により、包括的民間委託やコンセッション等の官民連携事業を展開

します。

　現在、国や地方自治体では従来のマネジメントのあり方を転換し、広域的な視点で、多分野の社会インフラを「群」として捉えた

「地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）※」の検討が進められています。こうした取り組みとも連携し、効率的・効果的な社

会インフラマネジメントを実現するための官・民・市民の役割整備や業務の具体的な進め方の検討、新たな契約方式による事業化

などを進めます。

新たな事業の創出

情報通信や金融の分野で長年にわたり社会サービスを担い続ける実績と能力を有
するパートナー各社と業務提携契約を締結し、事業を本格的にスタートしました。

日本全域にわたる取り組みという意味の「Japan」、官・民・市民が共に参画する「Join」の意味も込
めています。

「Community Life」の頭文字をとったもので、持続可能な「地域のくらし」に貢献していきたいと
の思いに加え、「C」には世代を超えて私たちの生活を支え続けるという意味の「Continuous」や、
持続的社会の実現において重視される循環の「Circular」の意味も込めています。

「as a Service」を意味し、社会インフラを物理的に残し続けるということのみならず、サービスとし
て提供し続けるという考え方への転換を意味しています。

����年２月 JCLaaSを本格スタート

2024年4月から5年間、京都府福知山市における「第二次福知山市上水道事業等包
括的民間委託」に参画し、特別目的会社(SPC)であるウォーターサービスきほく株式
会社の構成員として委託事業を展開しています。

＜事業事例＞ 第二次福知山市上水道事業等包括的民間委託
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● 西日本旅客鉄道株式会社
● NTTコミュニケーションズ株式会社
● 株式会社みずほ銀行

設　　立 ：  2023年9月15日
株主企業 ： メタウォーター株式会社
                   福知山管工事協同組合
                   西日本旅客鉄道株式会社　他

協力企業 ： 大鉄工業株式会社
                  (JR西日本グループ)
                  福知山管工事協同組合会員企業

● 株式会社三井住友銀行
● 株式会社三菱UFJ銀行
● 株式会社日本政策投資銀行　
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